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２０２２年８月までの収支実績では、運輸収入で前年比１５２．１％、営業収益で

前年比１４２％と、昨年の同時期よりも収入は着実に回復をしている。それは、要員

不足の中において、圧縮行路での運行や休日勤務、新たな貸し切り輸送等を内勤者も

含めて担ってきた結果である。また、車両係においても他会社の車両の点検整備等に

より増収とコスト削減を実現している。更に要員がひっ迫する支店へ乗務員や車両係

が助勤で対応し、輸送を確保してきたことも業績回復へ繋がっている。 

一方、食料品やガソリン代、電気代など幅広い品目の値上げがされる現状において、

生活給となっている期末手当がコロナ禍前の約半分となり、将来への不安や収入減に

より生活が成り立たないとの理由で、離職の道を選ぶ社員が今も後を絶たない現実も

ある。１０月から様々な制限が無くなり、全国旅行支援も始まったことで、バスの需

要が高まることが期待される。ＪＲバス関東は１０月１日に早期黒字達成への体制を

再構築していくことを社員に周知しているが、目標達成には社員の仕事に対するモチ

ベーションの向上、何よりも離職の流れを止めることが必要不可欠である。 


